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研究成果の概要（和文）：うつ病の認知行動療法について，神経作用機序に基づくハイブリッド治療戦略を模索
した。最初に，うつ病の異質性を踏まえた病態モデルを提案し，続けて，これまで開発したfMRIニューロフィー
ドバックを，NIRSを用いて同様に実施可能かを検討した。神経メカニズムにおいては，学外研究機関と連携し，
うつ病を含む精神疾患の脳機能の特徴や，うつ病バイオマーカーの再現性を示す他，閾値下うつの脳バイオマー
カーの開発を行った。以上で得られた知見をもとに，これまでのうつ病およびうつ病に対する認知行動療法に関
する国内外の脳画像研究所見を概観し，うつ病に対する認知行動療法と神経科学治療のハイブリッドモデルを提
案した。

研究成果の概要（英文）：We explored a hybrid treatment strategy for cognitive-behavioral therapy of 
depression based on neurobehavioral mechanisms. First, we proposed a novel pathological model 
considering the heterogeneity of depression, and then we examined whether fMRI neurofeedback, which 
we have developed in the past, can be implemented in the same way using NIRS. In the neural 
mechanism, we collaborated with external research institutes to characterize brain function in 
psychiatric disorders including depression, to demonstrate the reproducibility of depression 
biomarkers, and to develop brain biomarkers for subthreshold depression. Based on the above 
findings, we reviewed the findings of neuroimaging studies on depression and cognitive-behavioral 
therapy for depression, and proposed a hybrid model of cognitive-behavioral therapy and 
neuroscientific treatment for depression.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： 認知行動療法　うつ病　ニューロフィードバック　ニューロカウンセリング　神経画像

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
うつ病に対する認知行動療法（CBT）へのニーズはますます高まっているものの，ここ20年間で治療効果の大き
さはあまり変化していない。そこで近年期待が高まっているニューロフィードバックを用いて認知行動療法の効
果を補強するための治療方略について検討した。結果として，うつ病及びうつ病の認知行動療法に関する神経作
用機序を基にした、ニューロフィードバック技術の組み合わせ方略を提案するための，新たなハイブリッドモデ
ルを提案することができた。今後は，このモデルに基づいて，ニューロフィードバック等の神経科学治療とCBT
の組み合わせについて実証的研究が促進されることが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
うつ病に対する認知行動療法（CBT）への期待はますます高まっているが、ここ 20 年の治療

効果量は大きく変化してない。CBT が引き起こす脳の機能的変化が明らかにされるにつれ、CBT
がうまく作用しない脳作用経路が明らかになってきている。同時に認知行動療法とニューロフ
ィードバックに代表される神経科学治療の併用が、その治療効果を増強すると考えられている
ものの、単に組み合わせるだけでは期待通りの成果が得られていない。したがって、うつ病に対
する CBT の神経行動学的作用機序を整理しながら、それらに対して相乗的に働きかけるニュー
ロフィードバックの用い方について検証する必要がある。 
 
 
２．研究の目的 
うつ病の治療成績を向上させるための認知行動療法とニューロフィードバックのハイブリッ

ド治療戦略の提案を通して、脳科学に基づく治療開発に向けた実用的・学術的な知見を加速させ
るための研究基盤を整えることを目指した。 
 
(1) うつ病に対するニューロフィードバックにおいては、疾患そのものの異質性や症例の個別
性がしばしば話題になる。そのため、最初にうつ病の異質性を踏まえた病態モデルを提案した。 
 
(2) ニューロフィードバックが将来的に認知行動療法と併用しやすくなるためには、小型の脳
機能測定デバイスを用いたニューロフィードバックの妥当性を評価する必要がある。そこで我々
がこれまで開発した fMRI を用いたニューロフィードバックと同様の方法にて、NIRS ニューロ
フィードバックを実施し、その際の標的領域の活性を確認した。 
 
(3) うつ病及びうつ病に対する認知行動療法の神経メカニズムを明らかにし、認知行動療法とニ
ューロフィードバックを効果的に組み合わせるための戦略基盤となるハイブリッドモデルを提
案した。 
 
３．研究の方法 
(1) うつ病患者および非臨床群に対し、うつ病評価尺度を用いて症状を評価し、その重症度よ
りも個別の症状の関連性に着目したネットワークモデル解析を行った。 
 
(2) fMRI データから個人の標的脳部位を同定したうえで、fMRI-NIRS 同時測定によって NIRS ニ
ューロフィードバック中の脳活動変化を測定し、両者の信号間の関連性を求めた。 
 
(3) 本課題で得られた成果および先行研究のレビューを行い、そこから治療提案に結び付くハ
イブリッドモデルを構成した。 
 
 
４．研究成果 
(1) うつ病重症度評価尺度である BDI-II における各症状項目間のネットワーク構造を求めた
結果、寛解うつ病群は健常者と同等の重症度にまで改善しているにもかかわらず、現在うつ病群
と同じように各症状が密接に関連し合っていた。反対に、閾値下うつ群は現在うつ群に次いで重
症度が高いにもかかわらず、健常者のような疎な症状ネットワークを有していた。つまり、同時
多発的な症状発生につながる密なネットワークが、重症度に依存しない「うつ病の疾患特異性」
を示しており、診断閾値下のうつ症候群とは明らかな構造的違いを有することが分かった。この
密な症状ネットワークへの働きかけが、うつ病に対する治療成績を向上させるポイントとなり
得る。 
 
(2) 3 日間の NIRS ニューロフィードバックによって、課題 fMRI 遂行時の背外側前頭前野の活
動性が増加し、ネガティブな反すうが減少した。また事前に MRI 測定を介したことで、標的脳部
位と関連しない sham 信号を用いることができた。sham 信号を用いた場合に比べて、標的脳部位
を対象とした群では、当該領域の自己制御が向上し、自己制御が向上したものほど課題 fMRI 遂
行時の背外側前頭前野の活性が増加した。さらに、そのことがネガティブな反すうの減少につな
がったことを示した。また、ニューロフィードバック時における同時測定の結果から、NIRS ニ
ューロフィードバックにて標的としている脳部位が賦活していることが fMRI からも示された。 



 
 
 
 
 
 
 

図：NIRS ニューロフィード 
バック標的（赤）と fMRI- 
NIRS 信号の相関部位 

 
 
(3) 下図の通り、研究レビューを行い、ハイブリッドモデルを提案した。 
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大うつ病性障害の脳内ネットワークマーカーの縦断的信頼性と臨床状態との関連性の検証

ニューロフィードバックにおける脳活動制御能力と自発的活動の複雑性の関係


